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ラ
ム
サ
1
ル
条
約
を
機
会
に

自
然
を
考
え
る

金
井

賢

一
郎

理
事
長

昨
年
七
月
に
、
渡
良
瀬
遊
水
地
が
ラ
ム
サ
l
ル
条

約
に
登
録
さ
れ
た
。

渡
良
瀬
川
沿
い
に
群
馬

・
栃
木

・
茨
城

・
埼
玉
の

四
県
に
ま
た
が
る
お
附
に
及
ぶ
大
湿
地
帯
で
、
群
馬

県
と
し
て
は
、
尾
瀬
に
続
き
2
例
目
の
登
録
と
な
る
。

こ
の
拡
大
な
湿
原
は
、
そ
こ
に
飛
来
す
る
多
く
の

鳥
、
た
く
さ
ん
の
植
物
、
そ
と
に
生
息
す
る
動
物
た

ち
の
宝
庫
で
も
あ
る
。
と
れ
ら
の
動
植
物
に
つ
い
て

は
、
別
稿
で
述
べ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
と
と
で
は

触
れ
な
い
。

ま
た
、
と
の
渡
良
瀬
遊
水
地
に
つ
い
て
語
る
と
き

足
尾
の
鉱
害
の
歴
史
に
遡
る
の
が
普
通
だ
が
、
今
回

は
、
そ
の
自
然

・
生
態
に
目
を
む
け
て
考
え
た
い
。

ラ
ム
サ
l
ル
条
約
は
、
元
来

「特
に
水
鳥
の
生
息

地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約
」

と
し
て
、
カ
ス
ピ
海
沿
岸
の
イ
ラ
ン
の
ラ
ム
サ
l
ル

に
お
い
て
一
九
七
一
年
に
締
結
さ
れ
た
国
際
条
約
な

の
で
、
と
の
名
称
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

乙
と
で
い
う
湿
地
と
は
、
干
潟

・
河
川

・
湖
沼
や

養
殖
地

・
水
田
の
よ
う
な
人
口
の
場
所
の
ほ
か
、
サ

ン
ゴ
礁
な
ど
も
定
義
に
含
ま
れ
る
。

そ
ζ

で
、
こ
れ
か
ら
こ
の
渡
良
瀬
遊
水
地
の
保
全

活
用
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
え
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

H

渡
良
瀬
遊
水
地
を
守
る
利
根
川
流
域
住
民
協
議

会
H

事
務
局
の
言
を
借
り
て
言
え
ば
、

「自
然
と
歴
史

の
野
外
博
物
館
」
を
め
ざ
す
、
と
い
う
乙
と
に
な
る
。

O
湿
地
の
自
然
の
保
全
、
更
生
を
は
か
り
生
物
多

様
性
老
高
め
る
。

。
人
々
に
自
然
環
境
と
歴
史
を
学
ぶ
場
を
つ
く
る
。

O
野
外
博
物
館
を
観
光
や
町
お
こ
し
に
貢
献
す
る
。

な
ど
で
あ
ろ
う
か
。

県
内
で
は
現
在
中
之
条
町
を
中
心
に
、
芳
ヶ
平
、

野
反
湖
な
ど
も
ラ
ム
サ
l
ル
条
約
登
録
を
め
ざ
し
て

準
備
も
進
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

大
事
な
と
と
は
地
域
住
民
の
活
動
が
基
本
に
あ
る

と
と
で
あ
ろ
う
。

豊
か
な
自
然
を
財
産
と
す
る
群
馬
県
の
、
乙
れ
か

ら
の
努
力
も
期
待
さ
れ
る
と
乙
ろ
だ
ろ
う
。

自然保護連盟では、ω月に自然観察会を計
画しているので、多数の参加、学習されるζ

とを期待したい。

渡
良
瀬
遊
水
地

木青 の
植
要物

シ
ー
ズ
ン
中
に
月
に
l
度
、
遊
水
地
で
は
自
然
観

察
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
観
察
会
に
参
加
す
る

と
、
得
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
遊
水
地
特
有
の

植
物
が
観
察
で
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
と
と
、
関
東

一
円
な
ど
か
ら
野
生
植
物
に
興
味
を
持
っ
た
人
が
集

ま
っ
て
く
る
の
で
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
他
地
域

の
い
ろ
い
ろ
な
人
々
と
の
出
会
い
と
情
報
交
換
を
す

る
と
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
と
れ
も
大
き
な
財

産
で
あ
る
。

私
の
気
に
入
っ
て
い
る
遊
水
地
の
植
物
は
、
い
く

つ
も
あ
る
。
筆
頭
に
あ
げ
る
の
が
ワ
タ
ラ
セ
ツ
リ
フ
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ネ
ソ
ウ
で
あ
る
。
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
仲
間
で
こ
こ
で
は

4
系
統
が
向
生
し
て
い
る
。
こ
こ
は
基
準
産
地
で
あ

る
の
で
、
そ
の
種
の
遺
伝
子
が
多
機
な
の
で
あ
ろ
う
。

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
と
の
違
い
を
ざ
っ
と
．示
す
と
、
葉
身

の
様
ず
、
花
弁
の
う
ち
サ
イ
ド
に
あ
る
小
花
弁
の
形
、

種
子
の
表
出
の
模
様
で
あ
る
。
実
際
に
観
察
し
て
山

地
で
見
慣
れ
た
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
と
比
べ
て
欲
し
い
。

乙
の
植
物
を
見
る
だ
け
で
も
こ
こ
に
来
た
価
値
が
十

分
に
あ
る
。
詳
し
く
は
大
和
田
真
澄
氏
の
附
に
あ
る
。

ワ
タ
ラ
セ
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
は
、
カ
ナ
ム
グ
ラ
群
落

中
に
生
息
し
て
い
る
の
で
焼
く
ば
か
り
で
あ
る
。
そ

の
芽
生
え
の
時
に
水
没
す
る
と
生
育
が
阻
害
さ
れ
る

ら
し
く
、
季
節
に
大
雨
が
降
る
と
、
そ
の
エ
リ
ア
の

ワ
タ
ラ
セ
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
は
激
減
す
る
の
を
昨
年
度

に
観
察
し
た
。

．
一つ
日
に
、
地
味
で
は
あ
る
が
ト
ネ
ハ
ナ
ヤ
ス
リ
で

あ
る
。
シ
ダ
植
物
ハ
ナ
ヤ
ス
リ
科
の
値
物
で
3
1
5
m

程
の
か
わ
い
い
植
物
で
あ
る
。
地
下
茎
で
繋
が
っ
て

い
る
の
で
、
ヨ
シ
原
の
下
に
群
生
す
る
。
1
9
6
9
年、

内
問
・
東
白
に
よ
り
新
種
と
し
て
発
表
さ
れ
た
植
物

ワタラセツリフネソウの芽空えトネハ7ヤスリなども見える（2006.4. 29) 

ワタラセツリフネソウの開花（2αコ5.9.10) 

で
、
波
良
瀬
遊
水
地
が
圏
内
最
大
の
牛
－青
地
で
あ
る
。

一
緒
に
見
ら
れ
る
の
が
エ
キ
サ
イ
ゼ
り
で
あ
る
。

運
が
よ
い
と
タ
チ
ス
ミ
レ
も
見
ら
れ
る
。
何
れ
も
早

春
季
の
植
物
で
、
生
活
史
、か
山
地
の
カ
タ
ク
リ
や
ア

ズ
マ
イ
チ
ゲ
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ
な
ど
に
匹
敵
す
る
。ュ一回

い
方
は
適
w
i
で
な
い
と
思
う
が
、
コ
ナ
ラ
や
ミ
ズ
ナ

ラ
林
の
代
わ
り
に
ヨ
シ
が
そ
の
役
割
を
担
う
。
ヨ
シ

が
茂
る
と
、

ト
ネ
ハ
ナ
ヤ
ス
リ
や
エ
キ
サ
イ
ゼ
リ
は

既
に
そ
の
年
の

一
生
を
終
わ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
近

く
に
は
、
ヌ
マ
ア
ゼ
ス
ゲ
が
小
穂
を
伸
ば
し
て
い
る
。

明
る
い
草
原
で
は
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
の
ノ
ウ
ル
シ
、

ア
カ
ネ
科
の
ハ
ナ
ム
グ
ラ
が
揃
っ
て
群
生
し
、
明
る

い
水
辺
が
舷
し
い
。
低
地
水
辺
の
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

の
ウ
マ
ス
ゲ
で
あ
る
。
地
聞
か
ら
は
、
ノ
カ
ラ
マ
ツ

の
芽
生
え
が
群
生
し
、
夏
に
は
日

i
m
m
に
な
る
の

キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
の
絶
滅
危
棋
種
、
コ
キ
ツ
ネ
ノ

ボ
タ
ン
な
ど
も
興
味
あ
る
植
物
だ
。

秋
に
は
サ
ク
ラ
タ
デ
が
美
し
い
。
晩
秋
ま
で
そ
の

資
を
残
し
て
い
る
。
イ
ヌ
タ
デ
属
で
興
味
あ
る
植
物

が
他
に
も
あ
る
。
ホ
ソ
バ
イ
ヌ
タ
デ
、
ア
オ
ヒ
メ
タ

デ
で
あ
る
。

面
白
い
の
が
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
属
で
マ
イ
ヅ
ル
テ

ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
で
あ
る
。

季
節
を
換
え
て
遊
水
地
を
訪
れ
る
と
、
い
ろ
い
ろ

な
発
見
が
あ
る
。
自
転
卓
を
借
り
て
凶
っ
て
も
よ
し
、

4 -



歩いてもよい。夏は日差しが強く、2m以上

になるヨシ原に入ると方向が分らなくなるの

で注意が必要だ。かつて、広大なヨシ原から

出られなくなったことがある。山へ行くのと

同じようにGPSやコンパスは持っていた方

が安全だろう。

絶滅危慎種を踏まなければ歩けない所はい

くらでもある。山間部とは違った広い低地湿

原に生育する渡良瀬遊水地の自然を是非満喫

したいものです。

渡
良
瀬
遊
水
地
深の
井烏

言類

は
じ
め
に

渡
良
瀬
遊
水
地
は
約
3
3
0
0
h
a
に
お
よ
ぶ
本

州
最
大
の
湿
地
で
あ
り
、
希
少
な
植
物
や
昆
虫
を
は

じ
め
、
多
く
の
動
植
物
を
有
す
る
貴
重
な
自
然
環
境

で
あ
る
。
チ
ュ
ウ
ヒ
を
は
じ
め
と
す
る
冬
季
の
猛
禽

類
で
有
名
な
探
鳥
地
で
も
あ
る
。
筆
者
は
数
名
の
友

人
と
と
も
に
、
環
境
省
の
委
託
事
業
で
あ
る
山
階
鳥

類
研
究
所
の
鳥
類
標
識
調
査
の
一
環
と
し
て
、
主
に

小
鳥
類
の
秋
の
波
り
を
対
象
に
、

1
9
9
0
年
よ
り

渡
良
瀬
遊
水
地
で
調
査
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
と
こ

で
は
お
年
間
の
調
査
結
果
の
概
要
を
報
告
す
る
。
な

お
、
毎
年
の
調
査
結
果
は
、
日
本
野
鳥
の
会
栃
木
県

支
部
の
研
究
報
告
集
A
C
C
I
p
i
t
e
r
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

調
査
方
法

鳥
類
標
識
調
査
と
は
、
野
鳥
宇
佐
捕
獲
し
、
個
体
識

別
用
の
ご
く
軽
い
金
属
リ
ン
グ
を
足
に
付
け
て
放
鳥

す
る
調
査
で
あ
る
。
乙
の
鳥
が
他
所
で
再
捕
獲
さ
れ

た
り
、
死
亡
鳥
が
拾
得
さ
れ
る
こ
と
で
、
金
属
リ
ン

グ
の
番
号
か
ら
、
そ
の
個
体
の
移
動
の
様
子
や
、
野

外
で
の
寿
命
な
ど
に
関
す
る
科
学
的
デ
！
夕
、か
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
デ
！
タ
を
研
究
所

に
集
積
し
、
解
析
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
結
果
の

一
部

は
、
環
境
省
の

w
e
b
ペ
l
ジ
で
随
時
公
開
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
と
の
調
査
は
野
鳥
を
捕
獲
す
る
た
め
、

環
境
省
の
捕
獲
許
可
と
、
山
階
鳥
類
研
究
所
の
従
事

者
認
定
が
必
要
で
あ
る
。

シマクイナ図1

オガワコマドリ
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結
果

1
．
記
録
種
に
つ
い
て

被
良
瀬
遊
水
池
で
一記
録
さ
れ
た
鳥
類
は
約
別
種
で

あ
る
。
そ
の
巾
に
は
、
筆
者
ら
の
標
識
調
資
で
得
ら

れ
た
希
少
な
記
録
も
多
い
。

1
9
9
0
年
か
ら
2

0
1
2
年
ま
で
の
お
年
聞
に

お
け
る
標
識
鳥
は
、
川
種
、
約
6
万
羽
で
あ
っ
た
。

こ
の
巾
に
は
、
シ
マ
・
ク
イ
ナ
（
図
1
）
、
ツ
リ
ス
ガ
ラ
、

ム
ジ
セ
ツ
力
、
オ
ガ
ワ
コ
マ
ド
リ
（
阿
2
）
、
ア
カ
マ

シ
コ
、
コ
ホ
オ
ア
力
、
シ
ベ
リ
ア
ジ
ュ
リ
ン
と
い
っ

た
希
な
種
が
含
ま
れ
、
栃
木
県
初
記
録
と
な
っ
た
も

の
も
あ
る
。
ま
た
、
マ
キ
ノ
セ
ン

ニ
ュ
ウ
、
シ
マ
セ

ン
ニ
ュ

ウ
な
ど
、
潜
行
性
が
強
く
観
察
で
は
記
録
さ

れ
に
く
い
種
の
・
記
録
も
得
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ヨ
タ
カ
や
ノ
ゴ
マ
が
定
期
的
に
渡
良
瀬
遊
水
地
を
通

過
し
て
い
る
こ
と
や
、
オ
オ
セ
ッ
カ
の
越
冬
状
況
な

ど
も
、
と
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

2
．
放
鳥
数
の
経
年
変
化

お
年
間
の
放
鳥
数
の
合
計
が
2
0
0
0
羽
以
上
の
優

山
種
は
、
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン
（
2
3
．6
4
0
羽
）
、
カ
シ

ラ
ダ
カ

（9．
1
2
4
羽
）
、
ア
オ
ジ
（
5
，7
0
γ
羽）、

ツ
バ
メ
（
3
．2
7
5
羽
）
、
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
（
2
．9
5
9

羽
）
、
コ
ヨ
シ
キ
リ
（
2
．7
2
5
羽
）
、
ス
ズ
メ

（2
．0
3
6
制
）
で
あ
っ
た
。
と
の
う
ち
上
位
2
種
の

放
鳥
数
の
終
年
変
化
を
図
3
に
示
す
の
年
に
よ
っ
て

調
査
日
数
な
ど
の
捕
獲
努
力
量
が
異
な
る
の
で
単
純

に
は
比
較
で
き
な
い
が
、
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン
は
最
近
3

年
間
で
著
し
く
増
加
し
て
お
り
、
カ
シ
ラ
ダ
カ
は
1

9
9
0
年
代
後
半
か
ら
徐
々
に
減
少
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
カ
シ
ラ
ダ
カ
の
減
少
傾
向
は
当
地
だ
け

で
な
く
、
全
国
的
な
傾
向
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

カ
シ
ラ
ダ
カ
の
放
鳥
数． 
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mm
m
m
o
 

優占2種の放鳥数の経年変化図3
抑

制

問

卿

蜘

蜘

吻

側

m

aa
－－

aa
－
Y

内
‘
》

内

‘

uv

内
ya・
内

Y
L

－s・
‘

1
・

オ
オ
ジ
ュ
リ
ン
の
紋
鳥
数

ロ
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0 
1990 

3
．
再
捕
獲

（回
収
）
例
に
つ
い
て

海
外
と
の
移
動
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
4
種
5

例
あ
る
（
図
4
）
。
ア
オ
バ
ズ
ク
は
当
地
か
ら
フ
ィ
リ

ピ
ン
へ
、
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
は
当
地
か
ら
香
港
へ
、
ア
オ

ジ
は
サ
ハ
リ
ン
か
ら
当
地
ヘ
、
オ
オ
ジ
ュ
り
ン（
2

例
）
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
か
ら
当
地
へ
の
移
動
が
確
認

) 

~ォォE
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図4海外との移動例
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さ
れ
た
。
園
内
で
は
、
主
に
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン
で
、
北

海
道
、
東
北
地
方
か
ら
の
移
動
例
が
多
く
、
新
潟
か

ら
上
越
国
境
を
越
え
て
き
た
と
恩
わ
れ
る
移
動
例
や
、

当
地
か
ら
関
東
各
地
、
東
海
、
関
西
、
九
州
へ
の
移

動
例
も
得
ら
れ
て
い
る
。
一

般
的
に
は
留
鳥
で
あ
る

ホ
オ
ジ
ロ
や
シ
ジ
子
ワ
カ
ラ
で
、
北
海
道
か
ら
の
移

動
例
が
得
ら
れ
、
幼
鳥
の
中
に
は
長
距
離
を
移
動
し

て
分
散
す
る
個
体
が
い
る
こ
と
も
実
証
さ
れ
た
。
ま

た
、
ノ
ゴ
マ
で
は
北
海
道
か
ら
の
移
動
例
も
あ
る
が
、

当
地
で
標
識
し
た
個
体
が
翌
年
に
当
地
で
再
捕
獲
さ

れ
た
と
と
が
2
例
あ
る
。
こ
れ
は
渡
り
経
路
が
か
な

り
限
定
的
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

おわりに

筆者が山階鳥類研究所から渡良瀬の調査地

を引き継ぐ前の1980年代は、3日間の調

査で1000羽以上のカシラダカが捕獲・放鳥

された。初年後、2012年は幻日間の調査で

カシラダカの放鳥数はわずかに糾羽であった。

一方、1996年の秋に初めて記録されたオオ

セッカは徐々に記録が増え、乙と数年は繁殖

が確認されている。との先、渡良瀬遊水池の鳥

類相はどのように変化してゆくのであろうか。

少しでも良好な環境老残すために情報を提供

するとともに、その変遷老見守っていきたい。

ギ
ン
司云
ク
セ
イ
の
生自

呈 を
見 yi
て〉

夫哲 bる:t 

モ
ク
セ
イ
属
は
、
「
日
本
の
野
生
植
物
E
」
に
よ
る

と
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
モ
ク
セ
イ
、
シ
マ
モ
ク
セ
イ
、
オ

オ
モ
ク
セ
イ
、
変
種
と
し
て
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
ギ
ン

モ
ク
セ
イ
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
他
に
、
ウ
ス
ギ

モ
ク
セ
イ
を
報
じ
て
い
る
本
も
あ
る
。

実
は
、

1
9
5
4
年
（
昭
和
ぬ
）
に
伊
勢
崎
市
の

植
物
研
究
家
高
見
勘
次
郎
氏
が
、
ウ
ス
ギ
モ
ク
セ

イ
の
結
実
を
伊
勢
崎
市
内
で
見
つ
け
て
発
表
し
、
大

き
な
話
題
と
な
っ
た
と
と
が
あ
る
。
高
見
氏
は

「伊

勢
崎
の
植
物
」

1
9
6
8年
（
昭
和
必
）
に
こ
の
と

と
を
書
き
残
し
て
い
る
。

キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
ギ
ン
モ
ク
セ
イ
は
、
と
も
に
中

国
原
産
の
常
緑
小
高
木
で
、
雌
雄
異
株
、
わ
が
国
で

は
雄
株
だ
け
が
庭
木
や
公
園
木
と
し
て
植
栽
さ
れ
て

い
て
、
雌
株
は
な
く
通
常
結
実
し
な
い
と
ど
の
本
も

報
じ
て
い
る
。
だ
が
、
国
交
が
回
復
し
て
い
る
現
在

に
お
い
て
雌
株
が
全
く
入
っ
て
い
な
い
乙
と
に
い
さ

さ
か
の
疑
問
は
持
っ
て
い
た
。
外
来
植
物
に
お
い
て

も
日
に
日
に
そ
の
数
を
増
し
て
い
る
の
が
現
状
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

た
ま
た
ま
、

一
昨
年
よ
り
高
崎
市
染
料
植
物
園
と

の
ご
縁
を
通
じ
て
、
周
辺
一
帯
の
森
を
調
べ
る
機
会

を
得
た
。
2
0
1
2
年
（
平
成

μ
）
は
月
辺
目
、
圏

内
の
植
物
観
察
会
実
施
後
、
神
宮
問
、
中
島
敬

－
、

小
暮
市
郎
各
氏
等
と

一
緒
に
隣
接
す
る
周
辺
の
林
内

の
調
査
を
実
施
し
た
。
沢
を
登
り
森
の
中
間
地
点
で

ギ
ン
モ
ク
セ
イ
の
l
m
余
の
低
木
を
見
つ
け
出
し
た
。

ま
さ
か
と
思
い
な
が
ら
周
辺
の
環
境
を
も
う

一
度
見

直
し
て
み
た
が
植
栽
し
た
も
の
で
な
い
と
と
は
確
か

で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
場
所
に
生
え
て
い
る
の

か
大
き
な
疑
問
を
感
じ
と
っ
た
。
証
拠
品
と
し
て

一

枝
を
標
本
用
に
持
ち
か
え
っ
た
。
植
栽
で
な
い
と
す

る
と
、
種
子
に
よ
っ
て
生
え
た
と
と
に
な
る
。
烏
に

よ
っ
て
種
子
が
運
ば
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
と
。
疑
問

は
深
ま
る
ば
か
り
、
と
う
と
う
そ
の
ま
ま
越
年
し
て

し
ま
っ
た
。
神
宮
氏
も
心
配
し
て
2
0
1
3年
1
月

ω自
に
再
調
査
を
実
施
し
た
。
前
回
の
調
査
地
点
よ

り
西
側
か
ら
調
べ
た
と
こ
ろ
、
株
立
ち
し
た

2
株
が

あ
り
、
更
に
足
を
進
め
る
と
2
株
が
自
に
止
ま
っ
た
。

思
案
の
末
標
本
を
収
め
な
が
ら
自
然
史
博
物
館
の
大

森
威
宏
氏
を
尋
ね
指
導
を
受
け
た
と
と
ろ
、
意
外
な

話
を
聞
か
さ
れ
た
。
青
木
雅
夫
氏
が
板
倉
町
で
も
ギ

ン
モ
ク
セ
イ
を
見
つ
け
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ギ
ン
モ
ク
セ
イ
が
結
実
し
た
こ
と
に
な
る
と
、
定
説

を
破
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は

一
大
事
、
解
説
の

- 7 



た
め
に
は
な
お
親
木
が
何
処
に
あ
る
か
を
確
か
め

る
必
要
が
あ
る
。
あ
る
人
の
話
に
よ
る
と
鳥
が
種
子

を
運
ぶ
こ
と
の
で
き
る
距
離
は
側

m
位
と
の
と
と
で

あ
っ
た
。

結
論
と
し
て
ギ
ン
モ
ク
セ
イ
が
確
か
に
自
生
し
て

い
た
と
と
に
間
追
い
は
な
い
。
書
物
に
よ
る
と
ギ
ン

モ
ク
セ
イ
の
花
は
、
雄
花
は
2
個
の
雄
し
べ
と
不
完

全
な
雌
し
べ
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
、
も
し
か
し
た
ら
、

雌
し
べ
が
完
全
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
結
実
は
可
能
と

な
っ
て
く
る
。
こ
ん
な
ζ

と
が
最
近
の
本
に
出
て
い

る
c

キ
ン
モ
ク
セ
イ
は
中
国
原
産
と
さ
れ
て
い
る
が
、

日
本
に
お
い
て
ウ
ス
ギ
モ
ク
セ
イ
か
ら
育
成
さ
れ
た

と
い
う
説
も
あ
る
と
。
と
ん
だ
拾
い
物
を
し
た
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
よ
い
よ
分
か
ら
な
く
な
っ

て
く
る
ば
か
り
、
専
門
家
の
ご
指
導
を
聞
か
な
け
れ

ば
解
決
で
き
な
い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
と
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
キ
ン
モ
ク

セ
イ
の
自
生
地
が
吏
に
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

同
時
に
観
音
山
周
辺
の
調
究
の
拡
大
と
、
親
木
の
発

見
が
大
き
な
諜
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

調
査
地
点
の
植
生
で
あ
る
が
、
コ
ナ
ラ
、
ク
リ
、
ア

ベ
マ
キ
等
を
中
心
と
し
た
落
葉
広
葉
樹
林
と
、

一
部

は
ヒ
ノ
キ
梢
林
地
で
、
沢
沿
い
は
シ
ロ
ダ
モ
、
ヤ
プ

ツ
バ
キ
、
ア
オ
キ
、
シ
ラ
カ
シ
写
が
多
い
。
林
ド
に

は
周
辺
の
柿
栽
木
か
ら
烏
に
よ
っ
て
種
子
が
運
ば
れ

発
芽
し
た
、
常
緑
樹
の
幼
木
が
多
数
み
ら
れ
る
。
幼

木
、
琵
等
の
植
物
と
し
て
み
ら
れ
る
も
の
は
、
下
記

の
通
り
で
あ
る
。

マ
ツ
科
l
ア
カ
マ
ツ
、
ス
ギ
科
l
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
科
ー

ヒ
ノ
キ
、
ブ
ナ
科
l
ス
ダ
ジ
イ
、
ク
ワ
科
l
イ
タ
ビ
カ

ズ
ラ
、
マ
ッ
プ
サ
科
サ
ネ
カ
ズ
ラ
、
ク
ス
ノ
キ
科

ク
ス
ノ
キ
、
シ
ロ
ダ
モ
、
メ
ギ
科
ヒ
イ
ラ
ギ
ナ
ン

テ
ン
、
ツ
バ
キ
科
l
チ
ャ
ノ
キ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
モ
ッ

コ
ク
、
ヒ
サ
カ
キ
、
モ
チ
ノ
キ
科
イ
ヌ
ツ
ゲ
、
モ

チ
ノ
キ
、
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
科
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
、

グ
ミ
科
l
ツ
ル
グ
ミ
、
ミ
ズ
キ
科
i
ア
オ
キ
、
ウ
コ
ギ

科
l

ヤ
ツ
デ
、
キ
ヅ
タ
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
科
l
ヤ
ブ
コ
ウ

ジ
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、
モ
ク
セ
イ
科
l
ギ
ン
モ
ク
セ
イ
、

ネ
ズ
ミ
モ
チ
、

ト
ウ
ネ
ズ
ミ
モ
チ
、
ヤ
シ
ノ
キ
科
l

ト
ウ
ジ
ュ
ロ
等
で
、
こ
れ
ら
の
種
子
の
散
布
を
み
る

と
風
に
よ
る
も
の
、
重
力
に
よ
る
も
の
（
結
ド
）
、
鳥
、

獣
等
に
よ
る
も
の
。
観
青
山
は
群
馬
県
で
も
締
少
な

温
帯
林
域
で
あ
る
。
ツ
ル
グ
ミ
は
固
体
数
が
非
常
に

多
く
、
開
花
は

ω
1
日
月
頃
が
普
通
で
あ
る
が
、
ー

月
に
ま
だ
開
花
し
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
た
。

※
前
に
も
発
表
し
た
か
と
思
う
が
、
ア
ベ
マ
キ
の

巨
木
目
通
り
周
2
m
余
、
そ
れ
に
近
い
も
の
3
本
の

他
に
幼
木

1
成
木
等
非
常
に
多
く
が
み
ら
れ
る
。
ま

た
、
群
馬
県
内
に
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
な
い
と
い
わ
れ

て
い
た
が
、
観
音
山
に
は
太
い
も
の
が
あ
る
。
ケ
ヤ
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ヤ
ド
リ
ギ
の
切
里断
見而
哲夫

山
々
を
彩
っ
て
い
た
紅
葉
が
終
わ
り
を
告
げ
る
と

落
ち
葉
の
季
節
と
な
り
ま
す
。
と
の
頃
の
野
山
を
歩

い
て
い
る
と
時

4々

小
思
議
な
光
買
を
円
に
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
葉
を
落
と
し
た
枝
や
幹
に
大
き
な
烏

の
巣
の
よ
う
な
も
の
が
」
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

エ
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ナ
シ
、
サ
ク
ラ
な

ど
に
よ
く
寄
生
す
る
常
緑
の
小
低
木
ヤ
ド
リ
ギ
で
す
。

下
仁
田
町
周
辺
で
は

、ホ
ヤ
」
と
も
呼
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
こ
の
地
方
の
方
一一一一u
名
で
す
が
企
図
的
な

呼
び
名
の
よ
う
で
す
。
雌
雄
異
株
で
、

2
1
3
月
頃

が
開
花
期
で
、

叩
i
u月
頃
に
淡
員
色
の
果
実
を
つ

け
ま
す
。
草
一は
2

X
で、

2
1
3
叉
の
側
枝
を
出
し

て
年
々
l
節
ず
つ
伸
び
て
そ
の
先
に
2
枚
の
対
生
し

た
集
を
つ
け
ま
す
。

果
実
は
野
鳥
に
よ
っ
て
濯
、
は
れ
繁
殖
し
ま
す
。
果

肉
は
粘
着
質
な
の
で
種
ず
が
く
ち
ば
し
に
つ
く
と
枝

や
幹
に
こ
れ
を
す
り
つ
け
ま
す
。
ま
た
、
食
べ
ら
れ

た
果
a

廷
は
ふ
ん
と
一
緒
に
栂
が
排
出
さ
れ
て
枝
や
幹

に
粘
り
つ
い
て
発
芽
し
ま
す
。
恨
の
先
端
か
ら
は
樹

皮
を
と
か
す
酵
素
を
だ
し
て
枝
や
幹
に
食
い
込
ん
で

い
き
ま
す
。
ヤ
ド
リ
ギ
は
光
合
成
を
し
て
養
分
を
つ

く
り
出
す
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不

足
し
ま
す
の
で
、
樹
木
に
寄
生
し
て
水
や
養
分
を
も

ら
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
会
寄
生
を
す
る
ネ
ナ
シ
カ

ズ
ラ
は
発
芽
し
て
苓
が
成
長
し
ま
す
と
根
は
枯
れ
て

全
て
寄
主
に
頼
っ
て
生
き
て
い
き
ま
す
が
、
ヤ
ド
リ

ギ
の
よ
う
な
楠
物
は
半
寄
生
植
物
と
い
い
ま
す
。

2
0
1
2年
秋
、
た
ま
た
ま
友
人
か
ら
ヤ
ド
リ
ギ

の
寄
生
部
分
の
切
断
片
を
入
手
し
ま
し
た
。
話
に
よ

り
ま
す
と
ヤ
ド
リ
ギ
老
切
り
落
と
し
て
い
る
現
場
を

通
り
掛
か
っ
た
際
、
懇
願
し
て
そ
の
寄
生
部
分
を
切

り
取
っ
て
も
ら
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
彼
は

晴
乳
動
物
を
専
門
と
す
る
研
究
者
で
す
が
、
楠
物
に

も
深
い
見
識
を
持
っ
た
友
人
で
す
。
そ
の
貴
重
さ
を

充
分
知
っ
て
い
て
の
こ
と
、
私
に
も
お
す
そ
分
け
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
寄
竺
主
は
ミ
ズ
キ
と
の
と
と

で
す
が
、
ミ
ズ
キ
は
県
内
各
地
に
あ
り
ま
す
が
、
ミ

ズ
キ
へ
の
寄
生
は
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
今
ま
で

ヤ
ド
リ
ギ
は
数
限
り
な
く
見
て
来
ま
し
た
が
、
切
断

面
を
見
る
機
会
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
早
速

切
断
面
を
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
丹
念
に
磨
き
上
げ
て

観
察
を
し
て
見
ま
し
た
。
な
ん
と
寄
生
根
が
寄
生
主

に
侵
入
し
て
ク
サ
ビ
形
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な

状
態
で
ヤ
ド
リ
ギ
を
支
え
、
水
分
や
蓋
分
を
吸
収
す

る
た
め
に
維
管
束
部
分
に
ま
で
も
広
が
り
を
見
せ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
更
に
、
横
断
面
を
よ
く

調
べ
て
見
ま
す
と
、
何
と
年
輪
ま
で
観
察
す
る
と
と

が
出
来
ま
し
た
。
友
人
の
心
遣
い
が
な
か
っ
た
ら

『

生
寄
生
根
の
正
体
老
酒
．問
先
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
と
喜
び
一
入
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
と
の
機
会
老

一民
く
と
と
が
出
来
た
友
人
に
感
謝
、
感
謝
の
念
が

－

杯
で
す
。

心材

細胞が抑しつぶされて

死んで硬くなっている

ので水も上がらない

樹皮

奇生木の断面

形成層

水や餐分を運ぶ維管東

の中に侵入し、主持主か

ら水や餐分を吸いとる

辺材

ここは水や養分を

吸い上げるカをも

っている
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｜書麿

当
解
け
の
溢
る
る
ひ
か
り
岩
同
扇

．雪
解
け
の
か
す
か
な
気
配
岩
間
鳳

龍
百j

人
に
は
諸
に
も
思
い
山
山
が
あ
る
よ
う
に
、
特
別
に

好
ま
し
く
感
じ
る
花
が
あ
る
。
そ
れ
が
高
山
植
物
や

稀
産
の
植
物
だ
っ
た
り
、
路
傍
に
咲
く
ス
ミ
レ
な
ど

に
も
愛
者
を
抱
い
た
り
す
る
c

イ
ワ
ウ
チ
ワ
は
私
に

と
っ
て
そ
の
よ
う
に
慰
え
る
花
の

一
つ
で
あ
る
。

春
四
月
と
も
な
る
と
、
心
は
山
野
へ
と
馳
け
巡
り
、

未
だ
残
雪
の
煙
る
山
に
繰
山
す
こ
と
に
な
る
。
行
き

先
は
谷
川
や
甲
斐
の
山
々
が
ふ
・
じ
だ
が
、
近
頃
は
信
濃

や
、
越
後
に
も
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
よ
ろ
し
く
出
か

け
る
が
、
採
取
は

一
切
し
な
い
。
早
春
季
の
妖
精
の
よ

う
な
花
た
ち
に
挨
拶
を
送
る
だ
け
。
健
気
に
も
ひ
っ

そ
り
と
陽
だ
ま
り
に
咲
く
花
に
出
会
う
と
、
唯
、
賠

し
さ
が
込
み
上
げ
以
降
の
山
行
が
祝
福
さ
れ
た
と
勝

手
に
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
花
の
ひ
と
つ
が
イ
ワ
ウ

チ
ワ
な
の
で
あ
る
。

『花
の
百
名
山
』
（
田
中
汚
江
）
に
「
大
岳
山
U
イ

ワ
ウ
チ
ワ
」
の
項
が
あ
る
。
大
岳
か
ら
続
く
馬
頭
刈

尾
回
恨
の
林
の
円
陰
に
咲
く
イ
ワ
ウ
チ
ワ
に
初
め
て
遭

遇
し
、
「
未
知
の
世
界
に
出
会
っ
た
思
い
で
心
が
時
々

と
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
改
め
て
イ
ワ

ウ
チ
ワ
を
求
め
、
周
辺
を
探
索
し
た
い
と
」
書
い
て

い
る
が
、
そ
の
希
望
は
叶
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
石
井
昭
子
は

で

人
が
い
い
。
花
の
山
旅
（
関

東
甲
信
越
加
路
）
』

猪
狩
山

1
秩
父
御
岳
山
（
荒
川

村
）
で
イ
ワ
ウ
チ
ワ
を
掲
載
し
て
い
る
。
「
出
来
る
な

ら
イ
ワ
ウ
チ
ワ
を
群
落
で
見
た
い
！
」
と
か
ね
が
ね

憧
れ
て
い
た
と
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
人
の
手
の
崩

か
ぬ
崖
ぷ
ち
．
面
に
群
れ
咲
く
姿
に
圧
倒
さ
れ
た
感

動
を
綴
っ
て
い
る
。

イ
ワ
ウ
チ
ワ
は
こ
の
よ
う
な
感
動
を
守
え
る
植
物

だ
と
改
め
て
認
識
し
た
し
だ
い
で
あ
る
。

大
分
昔
私
も
、
ど
ち
ら
の
コ

l
ス
も
歩
い
て
イ
ワイワウチワ

ウ
チ
ワ
に
遭
遇
し
た
感
動
を
思
い
出
し
た
。

イ
ワ
ウ
チ
ワ
の
学
名
は

ω
2
0
『己
ω
E
J
5
0「
ω

（玄
ω
三
ヨ
）

ζ
ω
三
ヨ
・
シ
ョ
ル
テ
ィ
ア

・
ウ

ニ

フ
ロ
ラ
と
い
う
。
属
名
の
シ
ョ
ル
テ
ィ
ア
は
英
国
人

で
W
．
s
h
o
r
I
氏
へ
の
献
上
名
c

小
穐
名
ウ
ニ

フ
ロ
ラ
は
「

一
花
の
」
の
意
味
で
、
花
宅
の
聞
に

一

花
付
け
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

分
布
は
本
州
近
畿
以
東
で
、
名
前
か
ら
料
開
切
に
の

み
宝
育
す
る
草
花
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
多
く
は
山

地
の
痔
尾
恨
や
半
陰
地
の
林
縁
に
し
ば
し
ば
群
生
し
、

高
さ

ωmほ
ど
の
小
低
木
で
あ
る
。

図
鑑
に
は
、
地

F
警
は
長
く
伸
び
て
根
出
葉
に
長

い
柄
が
あ
り
、
集
身
は
楕
円
形
で
緑
に
は
波
状
の
鋸

歯
。
実
質
は
硬
く
て
光
沢
が
あ
り
、
葉
の
先
が
わ
ず

か
に
窪
む
。
4
1
5
月
、
葉
の
聞
か
ら
花
警
を
出
し

淡
紅
色
の
美
し
い
花
を
原
に
l
伺
聞
く
。
花
幕
基
部

は
数
個
の
鱗
片
が
あ
り
、
考
片
、
雄
蕊
は
と
も
に

5

個
、
雌
い
お
l
倒
。
花
冠
は
径
お

i
m
m
で
広
い
錨
形
。

裂
片
の
縁
は
フ
リ
ル
状
に
細
か
く
裂
け
、
お
酒
洛
な

感
じ
、か
し
て
女
性
に
は
特
に
人
気
が
あ
る
よ
う
だ
。

摘
果
は
精
円
形
で
先
が
尖
り
、
熟
せ
ば
多
く
の
紐

ノ
す
を
吐
き
出
す
。

車
両
山
帯
に
自
生
す
る
仲
闘
の
イ
ワ
カ
ガ
ミ
に
も
、

美
し
さ
は
決
し
て
引
け
を
と
ら
な
い
。
イ
ワ
カ
ガ
ミ

（岩
鏡
）
は
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ
属
に
分
類
さ
れ
、
花
は
総

-10 



状
に
付
け
る
の
で
イ
ワ
ウ
チ
ワ
と
の
区
別
は
容
易

で
あ
る
。
因
み
に
イ
ワ
ウ
チ
ワ
も
イ
ワ
ウ
チ
ワ
属
、か

す
一
て
ら
れ
て
い
て
、
変
種
に
業
が
広
桔
円
形
で
弘
一
部

が
円
形
か
ク
サ
ビ
形
に
な
る
も
の
を
「
ト
ク
ワ
カ
ソ

ウ
」
（
徳
川
右
平
）

と
呼
ん
で
灰
別
さ
れ
る
。
ま
た
禁
が

円
形
で

4
1
8
m
あ
る
も
の
を
、
「オ
オ
イ
ワ
ウ
チ
ワ
」

（
大
店
団
扇
）
と
し
て
分
け
る
こ
と
も
あ
る
。
八
刀
煩
上

紛
ら
わ
し
い
個
体
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
」
区
別
し
な

い
見
解
も
あ
る
が
、
何
と
も
や
や
こ
し
い
。

と
れ
等
イ
ワ
ウ
チ
ワ
は
、
人
気
あ
る
植
物
ゆ
え
採

取
圧
が
高
く
、
自
生
地
で
も
た
や
す
く
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
き
た
こ
と
は
寂
し
い
。

「
日
本
の
誇
る
べ
き
草
」
と
し
て
八
代
由
貿
一
朗
は

「
野
草
の
楽
し
み
（
朝
日
新
聞
刊
ど

に
イ
ワ
ウ
チ
ワ

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
氏
は
英
凶
キ
ュ
ウ
主
立
梢
物

図
で
研
究
し
た
世
界
的
因
芸
家
で
あ
り
、
こ
よ
な
く

イ
ワ
ウ
チ
ワ
を
愛
し
、
栽
培
の
難
し
さ
を
説
い
て
臼

生
地
の
採
取
を
戒
め
て
い
る
。

イ
ワ
ウ
チ
ワ
の
穏
の
保
全
状
況
評
価
（
レ
ッ
ド
リ

ス
ト
）
は
、
山
烈
県
は
絶
滅
危
恨
穏
（
E
N
）
、
東
京

都
、
鳥
取
県
は
準
絶
滅
危
供
種
（
N
T）
に
指
定
し

て
い
る
が
、
環
比
例
省
や
群
馬
県
と
し
て
の
指
定
は
な

い
。
た
だ
、
環
境
省
に
よ
り
、
上
位
越
高
原
因
立
公

図、

中
部
山
岳
国
立
公
園
、
八
ヶ
岳
中
信
高
原
固
定

公
闘
な
ど
で
は
自
然
公
園
指
定
植
物
と
さ
れ
て
い
る
。

イ
ワ
ウ
チ
ワ
の
方
－一一一ω
は
1

日
本
柏
物
方
一U一口
集
成

（
2
0
0
1）』
に
は
、
「
い
わ
ざ
く
ら
L

唯
ひ
と
つ
で
、

山
形
（
鶴
岡
市
）
、
崎
玉
（
秩
父
）
で
の
み
の
収
録
で
あ

る
。
イ
ワ
ウ
チ
ワ
は
こ
の
こ
と
か
ら
見
て
、
メ
ジ
ャ
ー

な
植
物
で
な
い
こ
と
が
伺
い
知
れ
る
。
イ
ワ
ウ
チ
ワ
好

き
を
自
認
す
る
私
に
と
っ
て
は
、
残
念
で
な
ら
な
い
。

・
花
一一白
菜

3 春
月の
18使
日者

適
応
力

・
誕
生
花

図
鑑
の
内
と
外

純
物
私
記
＠

ロ
ウ
ヤ
ガ
キ

佐
鳥

英
雄

N
H
K
の
番
組
（
日
・

1
・
お
）
を
見
て
い
る
と
新

し
い
ク
イ
ズ
番
組
ら
し
い
、
「
ド
ラ
マ
ナ
ビ
ヤ
」
と
か

い
う
の
が
あ
っ
て
、
色
ん
な
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

女
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
番
組
の
厳
後
で、

，
通
学
路
と

い
う
こ
と
ば
は
辞
書
に
載
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
い
う

の
で
、
〈
お
や
、
ま
ア
〉
と
思
い
ま
し
た
。
常
識
で
は

〈
あ
る
〉
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
手
許
の
〈
広
辞
苑
〉

な
ど
に
当
り
ま
す
と
、
ほ
ん
と
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
〈
通
学
〉
〈
通
学
生
〉
〈
通
学
区
域
〉
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
「
剖
り
と
新
し
い
こ
と
ば
で
：
・
」
と
は
、

ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
言
。
こ
う
い
う
経
験
は
私
も
ず
い
ぶ
ん

し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
今
調
べ
て
い
る

〈
十
草
〉

が
そ
う
で
す
。

十
時
は
焼
き
物
の
模
様
で
、
た
だ
縦

に
線
を
並
べ
た
も
の
G

当
然
上
賊
の
図
案
化
と
思
わ

れ
る
の
で
す
が
、
認
の
ラ
ベ
ル
で
は
み
ん
な
十
草
で

す。

と
の
十
草
に
ま
た
沢
山
の
種
類
あ
っ
て
、
私
、
が

こ
こ

2
年
ほ
ど
で
数
え
た
合
計
は
叩
く
ら
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。
菊
十
草
・粉
引
十
草
・
白
十
草
・箆
錆
卜

草

・
花
十
草

・
モ
ダ
ン
ト
草
・
：
。
ま
さ
か
ジ
ュ
ウ
ソ

ウ
で
も
あ
る
ま
い
：
・
と
思
っ
て
調
べ
も
し
ま
し
た
が
、

あ
り
ま
せ
ん
。
国
語
砕
典
は
、
そ
ん
な
叶
て
字
は
認

め
ら
れ
な
い
と
い
う
立
場
な
の
で
し
ょ
う
の
い
っ
た

い
日
本
語
、
こ
と
ば
の
数
は
い
く
つ
な
の
か
。
一
倍

以
上
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
重
い
国
語
辞
典
で
も
せ

い
ぜ
い
お
万
語
く
ら
い
で
す
か
ら
、
そ
の
何
丙
倍
も

と
い
う
と
と
に
な
り
ま
す
。
載
っ
て
い
な
い
こ
と
ば

が
山
ほ
ど
あ
る
訳
で
す
。
じ
っ
さ
い
、

H
々
辞
需
と

遊
ん
で
い
る
私
な
ど
、
ず
い
ぶ
ん
ず
い
ぶ
ん
と
、
と

の
〈
な
い
〉
に
出
会
っ
て
い
ま
す
。
F

つ
だ
け
例
を

挙
げ
ま
し
ょ
う
。
お
料
理
で
使
う
ら
し
い
名
残
り
の

柚
子
。
こ
の
美
し
い
日
本
語
は
〈
広
辞
苑
〉
な
ど
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。

円以

・
ロ

・
幻
。
私
は
私
が
代
表
の
鳴
神
塾
と
い
う
、

植
物
研
究
会
の
属
食
会
に
出
席
し
て
い
ま
し
た
。
そ
晶
7

J

l

．

の
時
た
ま
た
ま
私
と
席
が
向
か
い
A
H
い
の
小
林
（
光

子
）
さ
ん
と
、
雑
談
し
て
い
た
の
で
す
が
、
半
可
通

一lI-



の
私
は
、

「小
林
さ
ん
、
ジ
ョ
ウ
ピ
タ
キ
の
名
前
の
い

わ
れ
を
教
え
ま
し
ょ
う
か
。」

な
ど
と
い
っ
て
、
解
説

を
始
め
て
い
た
の
で
す
が
、
私
の
話
が
終
わ
っ
た
と

こ
ろ
で
、
隣
の
稲
毛

（千
恵
子
）
さ
ん
日
く
、
ー
先
生

ね
え
、
と
う
い
う
機
会
だ
か
ら
教
わ
っ
て
お
と
う
と

思
う
の
で
す
け
ど
、

ロ
ウ
ヤ
ガ
キ
っ
て
、
ど
う
し
て

言
う
の
で
し
ょ
う
か
〆
浅
学
非
才
。
た
ち
ま
ち
ジ
ス

イ
ズ
ブ
ラ
イ
ン
ド
ア
1
リ
1
0
（
袋
小
路
）

「漢

語
な
ん
で
し
ょ
う
か
ら
、
少
し
調
べ
れ
ば
分
か
り
ま

す
よ
」
で
、
そ
の
場
は
凌
い
で
お
き
ま
し
た
。

さ
て
、
帰
ぞ
し
て
、
例
の
詮
索
癖
で
ま
ず
同
語
辞

典
に
当
た
り
ま
す
。
全
く
あ
た
り
ま
せ
ん
。
図
鑑
を

い
ろ
い
ろ
と
探
し
ま
す
c

あ
り
ま
せ
ん
。
盆
栽
関
係

と
考
え
て
手
許
で
探
し
、
本
屋
に
飛
び
ま
す
が
ダ
メ

で
す
。
木
の
育
て
方
ば
っ
か
り
。
図
書
館
で
「
H
科
事

典
そ
の
他
。
で
も
ダ
メ
で
し
た
。
〈
日
本
国
語
大
辞
典
〉

で
さ
え
ダ
メ
。
記
載
そ
の
も
の
が
な
い
。
家
に
戻
っ

て
、
〈
大
漢
和
〉
を
探
し
ま
し
た
。
山
て
き
ま
し
た
。

「老
粉
鵜
の
白
項
の
も
の
を
い
ふ
」。
以
下
、
〈
正
字

通
〉
や
〈本
草
網
目
〉
か
ら
の
引
用
。
熟
語
と
し
て
①

〈老
務
陳
〉
②
〈
老
親
眼
晴
草
〉
③
〈
在
精
酸
妓
草
〉
②

と
③
は
イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ
の
と
と
と
か
。
項
の
白
い
カ

ラ
ス
が
中
国
に
は
い
る
の
か
な
ア
・
：
。
詮
索
癖
症
の

ウ
ィ
ル
ス
が
暴
れ
出
し
て
ま
す
。
U
ウ
ヤ
ガ
キ
桐
生

盆
栽
会
会
長
み
た
い
な
人
を
探
し
出
し
て
聞
き
ま
し

た
が
、

〈
そ
う
い
う
方
面
の
こ
と
は
・
：
：
〉
と
い
う
と

と
で
し
た
。

そ
ん
な
作
業
の
途
中
、
私
は
ふ
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
分
か
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ア
・
－
－
と
考
え
た
り
し

た
の
で
す
が
、
や
ら
な
い
私
は
そ
の
こ
と
は
す
ぐ
忘

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

い
つ
か
年
が
明
け
て
日

・
i
・
日
。
綱
生
市
自
然

観
察
の
森
の
新
年
会
に
出
席
し
て
い
ま
し
た
。
ざ
っ

と
お
人
の
参
加
。
こ
れ
だ
け
人
が
い
て
も
、

私
は
い

つ
か
最
高
齢
の
よ
う
で
し
た
。
森
の
行
事
を
ほ
と
ん

ど
欠
席
し
て
い
る
私
は
、
顔
見
知
り
が

ω人
く
ら
い
。

こ
う
し
て
、
小
さ
な
場
所
で
も
．歴
史
は
め
ぐ
っ
て
い

く
の
だ
な
ア
・
；
：
・
と
、
変
に
感
銘
し
、
今
浦
島
の
心

境
で
も
あ
り
ま
し
た
。
最
高
齢
と
い
う
こ
と
で
、
撲

砂
要
員
で
す
。
私
は
身
辺
雑
事
の
と
と
か
ら
話
し
始

め
ま
し
た
。

ロ
ウ
ヤ
ガ
キ
、
こ
の
名
前
の
由
来
を
胃
下

研
究
中
：
・
：

。
山
氏
が
終
り
か
け
た
頃
4
1
5
人
が
私

の
と
こ
ろ
に
雑
談
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
山
岸

〈正

r〉
さ
ん
も
そ
の

一
人
。

「
ロ
ウ
ヤ
ガ
キ
ね
え
、
私
も
育
て
て
い
て
、

一一
、
二一

年
前
一
個
ず
つ
な
っ
て
、
今
年
は
十
く
ら
い
な
っ
た

ん
で
す
。
ど
う
な
の
か
な
？
っ
て
思
っ
て
黒
く
な
っ
て

た
の
を
み
た
ら
、
食
べ
ら
れ
る
ん
で
す
よ
」

「え
っ
？

あ
れ
、
僕
も
オ
レ
ン
ジ
色
の
を
食
べ
て
み
た
け
ど
、

そ
れ
は
ひ
ど
い
と
と
で
、

口
の
中
が
ど
う
に
か
な
っ

ち
ゃ
っ
て
、
恐
ろ
し
い
ん
だ
よ
」

「そ
れ
が
ち
ゃ
ん
と

甘
く
な
る
ん
で
す
。
マ
メ
ガ
キ
だ
っ
て
さ
、
お
い
し

く
な
る
じ
ゃ
ん
」

「
マ
メ
ガ
キ
は
お
い
し
い
ね
。
ち
ゃ

ん
と
タ
ネ
も
入
っ
て
い
て
」

う
ろ
党
え
の
会
話
の
内
容
で
す
。

「私
が
食
べ
た
後
で
、
小
鳥
も
そ
れ
を
思
っ
た
の

か
、
残
り
の
実
は
た
ち
ま
ち
な
く
な
っ
ち
ゃ

っ
た
ん

で
す
よ
」

山
岸
さ
ん
は
こ
う
つ
け
足
し
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
そ
れ
か
ら
ま
た
丘
日
後
、
今
度
は
私
の
勉

強
会

（鳴
神
塾
）
。
私
は
昼
．
食
会
か
ら
始
ま
っ
た
ロ
ウ

ヤ
ガ
キ
の
調
査
の
経
過
な
ど
を
簡
単
に
報
告
し
、
何

か
分
か
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
ほ
し
い

と
伝
え
ま
し
た
。
な
お
、

ロ
ウ
ヤ
ガ
キ
に
も
い
く
つ

か
種
類
が
あ
る
こ
と
も
つ
け
加
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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こ
の
一
．
日
後
、
つ
ま
り
日
・
l
・
初

か
ら
電
話
。

「あ
の
ね
、
ロ
ウ
ヤ
ガ
キ
の
こ
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
探
し
て
み
ま
し
た
。
な
か
な
か
出
て
ζ

な
か
っ

た
け
ど
、
最
後
に
黒
く
な
る
の
で
老
拐
っ
て
；
・
。
先

日
、
私
た
ち
が
話
し
て
た
と
き
、
も
う
結
論
は
出
て

た
ん
だ
：
；
：
と
思
っ
て
・
：
」

こ
れ
も
銀
管
で
は
な
く
、
う
ろ
覚
え
で
す
。
で
も
、

私
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
感
激
も
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
カ

キ
が
ど
こ
ま
で
黒
く
な
る
の
か
は
よ
く
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
山
岸
さ
ん
の
も寸ロ
う
と
お
り
、

一
応
の
紡

論
を
得
た
：
：
：
と
、
思
え
る
か
ら
で
し
た
。
山
岸
さ

ん
の
、
少
し
遠
慮
し
た
、
断
定
を
避
け
た
U
調
も
好

感
が
持
て
ま
し
た
。
自
然
科
常
に
身
を
置
く
人
は
、

ふ
つ
う
謙
虚
な
物
言
い
を
す
る
か
ら
で
す
。
そ
の

一

方
で
私
は
、
あ
る
い
は
別
解
と
し
て
、
私
が
食
べ
た

あ
の
、
口
、
が
ひ
ん
曲
が
る
ほ
ど
の
恐
ろ
し
さ
が
、
老

鵜
に
通
じ
は
し
ま
い
か
：
：
：
な
ど
と
も
思
っ
て
い
る

の
で
し
た
。
〈
大
漢
和
〉
の
説
明
を
も
う
少
し
間
き
ま

し
ょ
’
つ
。

山
岸
さ
ん

「
時
珍
（
本
草
網
目
の
作
者
）
回
、
鳥
肌
仰
大
鰐
而
性

貧
、
相
周
好
鳥
、
普
避
綿
織
（
ソ
ウ
シ
ャ
ク

・
烏
を
捕

る
網
）
古
有
税
経
、
以
占
育
凶
、
然
北
人
喜
・
知
．
患
鶴
、

南
人
喜
鵠
悪
郎
、
惟
師
勝
以
口
羽
者
局
不
詳
、
近
之
。

な
ど
と
、
ず
る
賢
い
烏
と
し
て
鵜
が
描
き
出
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。
さ
て
、
ど
ち
ら
か
。

私
は
勉
強
会
で
、
以
上
の
こ
と
を
皆
さ
ん
に
紹
介

し
、
更
に
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
兼
好
に
倣
っ
て
、
蛇
足
を
加
え
ま
す
と
、

今

の
世
、

O
O
力
と
か
、
ど
う
す
れ
ば

O
Oす
る
と
か
の

本
が
流
行
っ
て
い
ま
す
。
行
き
難
い
世
の
中
に
な
っ

た
か
ら
で
し
ょ
う
が
、
こ
う
い
う
本
の
ほ
と
ん
ど
が
、

「私
の
よ
う
に
し
な
さ
い
」
と
い
う
指
南
省
で
す
。
自

然
科
学
は
そ
の
構
造
が
基
本
的
に
ち
が
い
ま
す
。
自

然
科
学
は
、
事
実
は
と
う
で
す
と
指
摘
し
ま
す
。
満

艦
飾
で
は
な
く
、
大
坂
城
の
土
れ
石
に
似
て
い
ま
す
。

私
は
そ
れ
を
、
「
形
容
詞
で
は
な
く
名
詞
だ
」
と
言
い

ま
す
。
と
の

↑
文
を
下
書
き
し
た
後
、
私
は
朝
日
新
聞
け
N

・

I
－
幻
で
、
「
ニ
ュ
ー
ス
の
本
棚
・あ
ふ
れ
る

O
O力
」

と
い
う
記
事
に
出
会
い
ま
し
た
。
論
旨
は
ほ
ぼ
私
と

同
じ
。
私
の
ほ
う
が
少
し
早
い
の
で
、
と
の
ま
ま
の

こ
と
と
し
ま
し
た
。
諺
に
、
「
人
の
心
は
九
分
卜
分
」

ー人
の
副
は
九
分
十
分
」
と
一一口
い
ま
す
。
人
の
目
や
心

の
働
き
に
大
差
は
な
い
・
：
と
い
う
こ
と
。
よ
く
あ
る

．
致
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。

な
お
、
カ
ラ
ス
は
漢
字
で
、
烏
－m仰
・
抽
向
。
み
ん
な
鳴

き
声
ア
の
表
音
文
字
で
す
。
（
正
し
く
は
形
声
文
字
）

日
・
1
・

m、
清
水
（
シ
ズ
ヨ
）
さ
ん
か
ら
ロ
ウ

ヤ
ガ
キ
が
屈
き
ま
し
た
。
ご
近
所
の
も
の
と
か
。
熟

し
た
実
は
黒
と
ま
で
は
ゆ
き
ま
せ
ん

・
黒
褐
色
。
食

べ
て
み
る
と
甘
い
。
も
う

一
つ
：
：
：
と
は
ゆ
き
ま
せ

ん
が
。
ヒ
ヨ
ド
リ
が
食
べ
に
く
る
の
だ
そ
う
で
す
。

ヒ
ヨ
ド
リ
の
奴
・
：
：
、
今
日
（
日
・
2
・
6
）
は
号、

私
の
家
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ
で
苛
を
避
け
な
が
ら
、
そ

の
葉
つ
ば
を
食
べ
て
い
ま
す
の
も
ち
ろ
ん
主
食
と
し

て
で
は
な
く
、

少
し
食
べ
る
の
で
、
腹
の
虫
で
も
殺

す
た
め
か
：
・
・
：
と
も
思
う
の
で
す
が
、
キ
ン
モ
ク
セ

イ
の
禁
を
食
べ
る
と
と
だ
け
は
マ
チ
ガ
イ
あ
り
ま
せ

ん
。
私
は
そ
の
葉
を
保
存
し
て
い
ま
す
が
、
冬
が
来

る
と
毎
年
の
こ
と
な
の
で
、
そ
ん
な
こ
と
し
な
く
て

も
よ
さ
そ
う
で
す
。

な
お
、
清
水
さ
ん
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
取
り
出

し
た
資
料
も
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。
百
き
り
も
な
く
出

て
く
る
ん
で
す
と
か
。
戴
い
た
資
料
に
は
、
名
の
由

来
の
と
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ロウヤガキ
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群
馬
の
地
質

村
誌
余
話

ιJ 

「倉
洲
村
誌
、
執
筆
の
話
は
例
に
よ
っ
て
小
林
二
Z
，

雄
先
生
か
ら
の
お
声
が
か
り
で
あ
っ
た
。
県
の
学
術

調
査
で
歩
い
た
の
は
烏
川
源
疏
の
み
。
相
聞
川
疏
域
は

す
で
に
地
質
図
が
あ
る
が
、
ひ
と
の
研
究
成
果
を
ケ
チ

付
け
な
が
ら
引
用
は
で
き
な
い
。
な
に
よ
り
広
大
な
未

踏
査
の
山
々
が
あ
る
。
そ
れ
で
最
初
は
断
わ
っ
た
の
だ

が、

5
年
か
け
る
と
い
う
の
で
、
ま
ぜ
て
も
ら
っ
た
。

編
集
委
員
会
の
発
足
が
遅
れ
、

1
年
目
を
絡
に
振
っ

て、

2
年
同
せ
っ
せ
と
歩
い
て
、
村
内
を
半
分
調
査

し
た
と
こ
ろ
で
、

3
年
目
の

5
月
頃
、
自
然
編
は
先

行
出
版
に
つ
き
、

9
月
に
は
原
稿
を
提
出
せ
よ
と
一
一一
一
門

わ
れ
、
あ
わ
て
た
。
小
林
先
生
、
話
が
這
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

学
術
論
文
の
よ
う
に
は
雲
か
ぬ
と
の
申
し
合
わ
せ

を
い
い
こ
と
に
、
思
い
つ
く
ま
ま
長
々
と
綴
っ
た
が
、

体
系
立
て
て
な
い
の
で
、
要
点
を
か
い
つ
ま
ん
で
知

り
た
い
人
に
と
っ
て
は
、
た
い
へ
ん
読
み
づ
ら
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
で
も
昨
年
敢
行
の
5
万
分
の
l
地

質

図

榛

名
山
」
の
著
者
は
丹
念
に
読
ん
だ
ら
し
い
。
細
尾
軽
石

洗
の
中
の
ジ
ル
コ
ン
を
抽
出
し
て
、
鉱
物
年
齢
を
測

定
し
て
く
れ
た
。
そ
の
値
川
方
年
前
は
実
に
絶
妙
な

と
こ
ろ
を
突
い
て
い
る
c

い
わ
ば
慰
人
の
そ
の
著
者
に

地
質
図
に
誤
り
が
あ
る
よ
と
手
紙
を
送
っ
た
の
だ

か
ら
、
我
な
が
ら
馬
鹿
を
や
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

ルリピタキ

植
物
を
ミ
ク
ロ
で
見
る

（9
）

一

ヤ
ワ
ラ
ス
ゲ
青
木

雅
夫

遊
水
地
で
掘
っ
た
写
山
川（
を
探
し
て
い
た
ら
、

が
出
て
き
た
。
駐
車
「
場
の
わ
き
に
生
え
て
い
た
も
の

で
、
そ
の
時
は
ア
ワ
ボ
ス
ゲ
を
撰
し
て
い
た
。
ひ
と
つ

の
も
の
を
探
し
て
い
る
と
、

何
で
も
つ
い
に
そ
れ
に

見
え
て
く
る
か
ら
不
思
議
だ
。
探
索
は
失
敗
に
終
っ

た
が
、
よ
く
似
た
ヤ
ワ
ラ
ス
ゲ
に
笑
わ
れ
て
い
る
気

」

れ

が
し
た
。
小
秘
に
傷
が
付
い
た
り
、
乾
燥
さ
せ
た
り

す
る
と
焦
げ
茶
色
に
変
色
す
る
ス
ゲ
類
の
中
の
ひ
と

つ
。
高
さ
初
！

ωm位
で
低
地
の
河
原
や
遊
木
地
み

た
い
な
所
の
草
む
ら
に
よ
く
生
え
て
い
る
の
で
結
構

山
会
う
植
物
で
す
。
果
胞
は
長
く
先
が
伸
び
て
、
暁

の
先
は
斜
め
に
切
れ
て
い
ま
す
。
柱
頭
は
3
岐
で
あ

る
が
写
真
〔
右
か
ら
2
番
目
〕
の
よ
う
に
2
岐
の
も

た
ま
に
見
ら
れ
ま
す
。
痩
諜
は
ま
だ
若
い
の
で
形
が

は
っ
き
り
し
な
い
が
、

3
稜
形
で
す
。
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残
観さ
立 れ
日た

山裏
烏の
日中
誌で
谷 ⑥ （ 
畑 160

、』＿.，

藤
男

冬
鳥
再
来

観
音
山
の
職
場
で
＝
．
度
目
の
冬
を
迎
え
た
。
．

一年

前
（
2
0
1
1
年
1
月
）
は
マ
ヒ
ワ
の
多
い
冬
だ
っ

た
。
昨
年
（
2

0
1
2
年

1
月
）
は
烏
が
少
な
く
、

ツ
グ
ミ
や
シ
メ
さ
え
も
稀
で
あ
っ
た
。
今
年
の
観
音

山
は
冬
鳥
の
数
が
多
く
、
種
類
も
豊
富
で
あ
る
。

ア
オ
バ
ト
（
ハ
ト
科
）

ア
オ
バ
ト
は
奥
多
野
地
域
に
多
く
生
息
し
、
繁
殖

期
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
塩
水
を
吸
飲
す
る
習
性
が
あ

る
。
木
の
実
や
果
実
を
餌
に
す
る
た
め
秋
に
は
暖
地

に
移
動
す
る
が
、
木
の
実
が
豊
作
の
年
は
冬
ま
で
残

る
個
体
も
い
る
。
初
夏
の
観
音
山
で
「
オ
！
ア
オ
l

ア
オ
l
」
と
い
う
特
徴
の
あ
る
声
を
聞
く
と
と
も
あ

る
。
ロ
月
初
日
、
染
料
植
物
園
の
付
近
の
ム
ク
ノ
キ

枝
に
ア
オ
バ
ト
雄
が
と
ま
っ
て
い
た
。
枝
に
は
黒
紫

色
の
果
実
が
残
り
、
ア
オ
バ
ト
は
こ
の
実
を
食
べ
て

い
た
。
初
夏
の
森
で
ア
オ
バ
ト
の
姿
を
探
す
の
は
難

し
い
が
、
落
葉
の
林
で
は
黄
緑
色
の
ハ
ト
は
よ
く
目

立
つ
。
ム
ク
ノ
キ
に
は
シ
ロ
ハ
ラ
も
飛
来
し
、
実
を

食
べ
て
い
た
。

キ
ク
イ
タ
ダ
キ
（
ウ
グ
イ
ス
科
）

キ
ク
イ
タ
ダ
キ
は
亜
高
山
帯
の
針
葉
樹
林
で
繁
殖

し
、
冬
は
低
山
に
下
降
す
る
。
日
本
で
は
最
小
、
名

前
の
と
お
り
雄
は
朱
色
、
雌
は
黄
色
の
菊
花
の
よ
う

な
斑
が
頭
頂
に
あ
る
。
今
冬
は
キ
ク
イ
タ
ダ
キ
の
越

冬
数
が
多
く
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
林
で
よ
く
見
か
け
る
。

高
木
の
針
葉
樹
枝
先
で
ホ
パ
リ
ン
グ
を
ま
じ
え
、
昆

虫
を
捕
食
す
る
。
動
き
の
速
い
小
鳥
を
観
察
す
る
の

は
容
易
で
な
い
が
、
吊
り
橋
が
観
察
場
所
と
し
て
最

適
で
あ
る
と
と
に
気
づ
い
た
。
谷
聞
に
架
か
る
橋
に

立
つ
と
、
キ
ク
イ
タ
ダ
キ
の
活
動
の
場
で
あ
る
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
の
樹
冠
が
眼
下
に
見
え
る
。
は
月
辺
目
、

キ
ク
イ
タ
ダ
キ
の
小
群
が
採
餌
す
る
様
子
を
見
下
ろ

し
て
観
察
し
た
。
こ
の
位
置
か
ら
は
頭
頂
の
色
も
よ

く
見
え
た
。

ミ
ヤ
マ
ホ
オ
ジ
ロ
（
ホ
オ
ジ
ロ
科
）

ミ
ヤ
マ
ホ
オ
ジ
ロ
は
極
東
や
朝
鮮
半
島
で
繁
殖
し
、

冬
烏
と
し
て
日
本
に
渡
来
す
る
。
キ
ャ
ン
プ
場
に
ミ

ヤ
マ
ホ
オ
ジ
ロ
が
姿
を
見
せ
た
の
は
、

雪
が
降
っ
た

2
月
6
日
。
カ
シ
ラ
ダ
カ
に
混
じ
っ
て
給
餌
台
に
飛

来
し
た
。
薄
黄
色
の
居
斑
と
時
々
立
て
る
茶
色
の
冠

羽
が
特
徴
で
あ
る
。
雌
の
ミ
ヤ
マ
ホ
オ
ジ
ロ
は
カ
シ

ラ
ダ
カ
に
似
て
い
る
が
、
や
や
大
き
い
。
こ
の
個
体

は
以
後
よ
く
飛
来
し
、
カ
シ
ラ
ダ
カ
や
ア
オ
ジ
と
と

も
に
粟
粒
を
つ
い
ば
ん
で
い
る
。

ク
ロ
ジ
（
ホ
オ
ジ
ロ
科
）

ク
ロ
ジ
は
奥
利
根
や
谷
川
連
峰
な
ど
多
雪
地
域
の

ブ
ナ
林
上
部
で
繁
殖
す
る
。
林
床
に
サ
サ
が
密
生
し

た
初
夏
の
ブ
ナ
林
で
は
、
ク
ロ
ジ
の

「
フ
l
ィ

チ

ヨ
チ
ヨ
」
と
い
う
噌
り
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

2
月
8
目、

「野
鳥
の
森
パ

l
ド
ハ
ウ
ス
」
の
給
餌

台
。
室
内
か
ら
窓
越
し
に
、
餌
を
拾
う
ク
ロ
ジ
を
観

察
す
る
。

ω羽
の
ク
ロ
ジ
が
ア
ワ
や
ヒ
マ
ワ
リ
の
種

子
そ
し
て
牛
脂
を
つ
い
ば
ん
で
い
る
。
距
離
が
近
い

た
め
、
成
鳥
雄

・
若
鳥
雄
そ
し
て
雌
の
体
色
の
違
い

が
肉
眼
で
も
わ
か
る
。

冬
の
観
音
山
で
は
ク
ロ
ジ
は
、
林
道
で
も
よ
く
探

餌
し
て
い
る
。
運
転
中
、
道
端
の
小
鳥
を
見
て
も
ア

オ
ジ
と
思
い
通
過
す
る
と
と
が
多
い
が
、
停
止
し
て

双
眼
鏡
で
確
認
す
る
と
ク
ロ
ジ
の
と
と
も
あ
る
。
ク

ロ
ジ
の
成
鳥
雄
は
名
前
の
と
お
り
青
み
を
お
び
た
黒

色
で
あ
る
が
、
林
道
の
木
漏
れ
日
を
浴
び
る
と
、
背

面
が
黄
金
色
に
輝
く
と
と
が
あ
る
。

オ
オ
マ
シ
コ

（ア
ト
リ
科
）

オ
オ
マ
シ
コ
は
数
の
少
な
い
冬
烏
で
、
観
青
山
で

見
る
と
と
は
稀
で
あ
る
。
2
月
日
目
、
染
料
植
物
園

付
近
の
車
道
法
面
で
、
餌
を
探
す
赤
い
鳥
の
小
群
を

見
つ
け
た
が
、
車
の
通
過
で
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。
翌

日
は
目
、
白
衣
観
音
足
元
の
遊
歩
道
で
こ
の
群
れ
に

再
会
。
赤
い
雄
2
羽
と
黄
色
み
を
お
び
た
雌
3
羽
。
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そ
れ
ぞ
れ
が
ハ
ギ
の
細
い
枝
に
ぶ
ら
下
が
り
、
先
端

に
残
っ
た
穏
子
を
つ
い
山
は
ん
で
い
た
。
観
音
山
で
初

め
て
オ
オ
マ
シ
コ
を
見
た
の
は

ω年
前
。
土
産
物
店

が
並
ぶ
防
だ
ま
り
の
斜
面
で
、
赤
い
鳥
は
や
は
り
ハ

ギ
の
種
子
を
食
べ
て
い
た
。

2
月
お
目
、
オ
オ
マ
シ
コ
を
見
る
た
め
安
中
市
の

小
根
山
森
林
公
凶
に
行
く
。
管
即
日棟
前
の
餌
台
に
オ

オ
マ
シ
コ
と
ア
ト
リ
が
群
れ
、
平
日
で
あ
っ
た
が
カ

メ
ラ
マ
ン
が
十
名
い
た
。
オ
オ
マ
シ
コ
は
2
月
日
日

よ
り
小
根
山
に
飛
来
、
U

取
高
引
羽
を
確
認
と
の
と
と
。

今
冬
は
オ
オ
マ
シ
コ
も
各
地
で
観
察
さ
れ
て
い
る
。

ソ
ウ
シ
チ
ョ
ウ
（
チ
メ
ド
リ
科
）

ロ
月
の
中
旬
か
ら
、
ソ
ウ
シ
チ
ョ
ウ
の
群
れ
を
よ

く
見
か
け
た
。
サ
サ
薮
の
あ
る
林
が
ソ
ウ
シ
チ
ョ
ウ

の
腿
冬
地
。
林
道
上
で
ヒ
ノ
キ
の
種
子
老
食
べ
て
い

る
。
車
が
接
近
す
る
と
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
超
え
て

薮
に
逃
げ
込
む
が
す
ぐ
出
て
く
る
。
ー
月
7
日
、
乗

附
林
道
で
初
羽
の
群
れ
を
見
た
。
ま
た
2
月
日
円
に

は
ガ
ビ
チ
ョ
ウ
l
羽
が
、

2
月
比
日
に
は
ク
ロ
ジ
2

羽
が
ソ
ウ
シ
チ
ョ
ウ
の
群
れ
に
混
じ
り
、
路
上
で
彩

餌
し
て
い
た
。

ソ
ウ
シ
チ
ョ
ウ
は
ガ
ビ
チ
ョ
ウ
や
カ
オ
ジ
ロ
ガ
ビ

チ
ョ
ウ
と
同
じ
、
チ
メ
ド
リ
科
の
外
来
種
で
あ
る
。

江
戸
時
代
か
ら
す
で
に
輸
入
さ
れ
、

1
9
9
0
年
代

に
野
生
化
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
県
内
で
口
に
付

く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
最
近
で
あ
る
。
ま
た
ガ
ビ
チ

ョ
ウ
は
留
鳥
で
あ
る
が
、
ソ
ウ
シ
チ
ョ
ウ
は
観
音
山

で
は
冬
鳥
で
、
初
夏
に
は
繁
殖
の
た
め
山
地
に
移
動

す
る
。

観
音
山
に
お
け
る
今
冬
の
観
察
記
録
（
2
0
1
2

年
ロ
川
i
u年
2
月
）
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
c

ア
オ
バ
ト
（
日
月
初
日
、
染
料
植
物
悶
雄
1
羽）

・
ピ
ン
ズ
イ
（
2
月
2
目
、
の
ぞ
み
の
図
3
羽
な
ど
）

・
カ
ヤ
ク
グ
リ

（1
月
お
円
、
染
料
梢
物
図
1
羽
）

・
ル
リ
ビ
タ
キ
（
l
月
お
日
、
ジ
ョ
イ
ナ
ス
雄
1
羽

な
ど
）

・
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
（
2
刀
9
目
、
ジ
ョ
イ
ナ

ス
雄
i
羽
な
ど
〉

・
ト
ラ
ツ
グ
ミ
（
2
月
2
目
、
染

料
柏
物
倒
i
羽）

・
シ
ロ
ハ
ラ
（
は
月
初
日
、

染
料

植
物
園
な
ど
）

・
ツ
グ
ミ
（
2
月
お
目
、

ジ
ョ
イ
ナ

ス
l
羽
な
ど
）
・
キ
ク
イ
タ
ダ
キ
（
1
月
辺
目
、
ジ
ゴ

イ
ナ
ス
2
羽
な
ど
）

・
ヒ
ガ
ラ
（
は
月
辺
口
、
染
料

柄
物
園
4
羽
な
ど
）

・
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
（
陀
月
M
日、

オオマシコ（2013.2. 14) 

キクイタダキ（2012.12. 22) 
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「
縞
物
の
不
思
議
な
生
き
方
」
稲
垣
栄

U
ラ
ム
サ
｜
ル
条
約
に
昨
年
登
録
さ
れ
た
広
大
な

朝
日
文
庫

6
2
0
円

湿

地

「渡
良
瀬
遊
水
地
を
特
集
し
ま
し
た
。
県
内

花
の
色
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
春
先
は
黄
色
そ
し
に
は
大
小
の
湿
地
や
湖
沼
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
貴
重

て
新
緑
の
森
に
は
白
い
花
が
多
い
と
感
じ
て
い
た
。

な
動
植
物
の
生
息
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
地
域

こ
の
本
を
読
ん
で
疑
問
が
解
け
た
。
ナ
ノ
ハ
ナ
や
タ
ご
と
に
紹
介

・
特
集
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ン
ポ
ポ
な
ど
群
れ
て
咲
く
黄
色
花
は
、
早
春
に
活
動
ど
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

を
始
め
る
ア
プ
好
み
の
色
。
白
い
花
を
選
ぶ
の
は
夏
次
号
の
特
集
は

「ぐ
ん
ま
百
名
山
の
自
然
日
光

に
な
る
と
現
れ
る
ハ
ナ
ム
グ
リ
や
ハ
ナ
カ
ミ
キ
リ
な
付
近
の
山
々
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
四
郎

ど
甲
虫
た
ち
。
甲
虫
は
花
粉
媒
介
の
先
駆
者
で
、
蜜
岳

・
温
泉
ヶ
岳

・
金
精
山

・
日
光
白
根
山

・
錫
ヶ
岳

に
は
見
向
き
も
し
な
い
古
い
タ
イ
プ
。
紫
色
や
赤
色

・
皇
海
山
の
六
山
で
す
。
原
稿
の
締
め
切
り
は
6
月

の
花
に
も
理
由
が
あ
る
。
こ
の
本
に
は
植
物
と
毘
虫
同
日
で
す
。
自
然
保
護
に
関
す
る
ご
意
見
や
観
察
日
記

の
関
係
や
直
物
の
生
活
な
ど
興
味
深
い
話
が
い
っ
ぱ
録
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
所
宛
に
お
送
り
く

い
あ
る
。

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

H
A
ι
1
L
T
A
V
L
V
A
W
や
ゆ
t
V
A
T

－VATi？
A
T
や
A
V
L
V
ゆ
t
V
A
V
L
V
A
V
A
T
A
T
L
V
A
T
L
V
4
ι
V
A
V

－vJV品
V
Aザ
ム
γ
A
1
L
V
A
T
ι
v
j
v
や
ゆ
や
A
v
i
v
A
Yや
や
や
や
や
＋
や
や
や
ゆ
や
や
や
ゆ
h
p
A
V
L
V
I
V
L？
A
V
L
P
A
V
ι
v
i
v
L
V
A
V
L
V
J
v
i
vJ
VL
P
A
T
h
V
J
T
L
P
A
V

W

走
者
一
審

的

『と
ち
お
雁
木
通
り
に
ツ
バ
メ
を
見
に
行
乙
う
』

付
新
潟
県
長
岡
市
の
「
栃
尾
ツ
バ
メ
と
愛
鳥
愛
護
の
会
L

W

で
は
、
雪
国
の
ツ
バ
メ
に
関
す
る
展
示
や
雁
木
通
り
に

以
繁
殖
す
る
ツ
バ
メ
の
観
察
を
行
い
ま
す
。
本
会
の
会

的
員
で
も
あ
る
木
下
弘
さ
ん
の
ツ
バ
メ
研
究
の
成
果
も

悦
展
示
さ
れ
ま
す
。
栃
尾
は
棚
出
の
風
宗
と
巨
大
油
あ

仰
げ
で
も
有
名
で
す
。
興
味
あ
る
方
は
「
群
馬
の
自
然
」

川
町
号
の
「
栃
尾
の
ツ
バ
メ

・
谷
畑
」
を
参
照
下
さ
い
。

。
＠
＠
＠

編
集
か
ら
の
お
願
い

平
成
お
年
5
月
3
日
（
金
）
j
5
日
（
目
）

ω時
i
m時

栃
尾
新
町
新
町
地
区
会
館

新
潟
県
長
岡
市
栃
尾
大
町
4

3

4

＊
バ
ス
停
留
所
長
岡
市
栃
尾
支
所
か
ら
徒
歩
2
分
。

入
場
無
料
で
す
。

d
炉

期展
示
時
間

会

場

間

事ミ

三歩
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平成25年度自然環境保全地域での自然観察と保縫活動

主催総馬県環境森林鶴自然環境II

2♀ 所 守，’i' 8 &.¥ 二， 守 ’E 合 ‘ 
#t ＂＂＇ 固
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"'' 
椛 Ul 
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9~＼～ 125.\ 
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9！~ ～ 1~拘
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(.!'!111市IJll'i位置；】
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心

’~ 名 11: 7刀ldfl（臼｝
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ιt 
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泊 .I q＆~ ～ 15時

⑨ 
偽 ~j 車叫 輯・，，. 10fl138 (!:!) 紋の花在＇！＼め． 凶♀赤誠膏少年交海の家島主回匝喝 ［綿通・So¥副Ill喜llitl

使 11 9！~～‘ 59.\ 関東平野の過盟を療しもう Ir.割高島tO山口へ・て移島 m1島市富士見町）
;>OS' 

く注〉

① 事前lこ電話でお申込みくだ主い．
参加希望者が定員を超える協会はIt~音順となります守
②参加貨は然科です，
③ザックにF古典、昼食、水筒等そ入れて各自J寺主主してく ださい．
clF手 ・ゴミ袋は主催粍が用意します。
⑤ 匂~保険iこ加入していただきます ｛参加者の賞用負淘はありません）
⑥籾から雨天の場合は中止します。

:!I円の連絡先 090-4833劃 57 8 9 

噂訟~ NPO注入僻周則自然保圃渇望

ロ
月
凶
日
県
自
然
環
境
謀
「
業
務
打
合
せ
」
来
所

は
月
引
口
太
平
洋
秩
父
セ
メ
ン
ト
附
年
末
挨
拶

ロ
月
辺
日
赤
城
学

s
u
t
e
p
m講
習
会

ロ
月
お
日
東
北
大
．鹿
災
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
（
サ
ン
デ
ン
）

は
月
お
口
会
報
原
稿
（
冬
号
）
印
刷
所
渡
し

は
月
お
日
お
年
度
表
彰
者
推
薦
調
色
県
提
出

は
月
幻
日
仕
事
納
め

l
月
8
日
関
係
官
庁
新
年
挨
拶

l
月
9
H
会
報

「群
馬
の
自
然

・
附
冬
」
印
刷
校
正

l
月
日
H

赤
城
山
覚
満
淵
サ
サ
狩
り
会
議

i
片
げ

H

計
珂
上
と
会
計
業
務
打
合
せ

l
月
間
日

赤

城
山
の
自
然
保
護
活
動
推
進
協
議
会

マ企
画
委
員
会
」

ー
月
凶
日
赤
城
山
環
境
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
笠
成
議
席

s
t
e
p
皿

1
月
初
日
岡
野
外
実
践

l
月
辺
日
会
報

「群
馬
の
自
然

・
問
え
己
郵
送

l
月
M
臼

赤
城
自
然
塾
運
営
会
議

ー
μ
お
日
赤
城
姫
を
愛
す
る
集
ま
り
「
編
集
会
議
」

l
月
幻

H

牛
久
保
雅
美
氏
（
9
人
の
提
・一
一
円
）
講
演
会

2
月
2
日

2
月
理
事
会

川
名
出
席

2
月
7
日
県
農
林
水
産
業
関
係
機
関
成
果
発
表
会

2
月
8
日
「
ぐ
ん
ま
山
と
森
月
間
」
フ
ォ
ト

・
コ
ン
表
彰
式

2
月
9
日
ぐ
ん
ま
の
臼
然
の
「
い
ま
」
を
伝
え
る
報
告
会

2
0
1
2

2
月
日
日

総
会
会
場
中
込

（県

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

2
月
日
日
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
惟
進
安
打
合
せ

2
丹
羽
田
県
自
然
環
境
誤

「
お
年
度
行
事
打
合
せ
」

2
月
お
日
赤
城
自
然
塾
運
営
会
議

3
月
2
臼

赤
城
姫
を
愛
す
る
集
ま
り

「新
年
懇
親
会
」
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わ

豪
徳
の
説
明

。

（辛
夷
）

モ
ク
レ
ン
科
モ
ク
レ
ン
属
の
落
葉
高
木
。
本
州

i

九
州
ま
で
分
布
す
る
が
、
北
海
道
や
日
本
海
側
に
分

布
す
る
析
は
別
極
の
キ
タ
コ
ブ
シ
や
、
タ
ム
シ
パ
な

の
で
注
意
が
肝
心
だ
。
コ
ブ
シ
は
汚
片
が
有
毛
で
、

花
の
す
ぐ
下
に
葉
が
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

3
月
か
ら
5
月
、
展
裂
前
に
木
全
体
が
白
く
見
え

る
ほ
ど
咲
く
の
で
、
冬
枯
れ
の
山
野
で
よ
く
目
立
つ
。

純
白
な
花
は
直
径

6
1
ω
m
。
枝
先
に
基
部
は
桃

色
を
川
市
び
花
弁
は
6
枚
。
枝
は
太
い
が
折
れ
や
す
く
、

果
実
は
「
虚
り
挙
状
」
の
集
合
呆
で
こ
れ
が
和
名
の

由
米
と
な
っ
て
い
る
。

占
く
か
ら
春
を
告
げ
る
花
木
と
し
て
親
し
ま
れ
、

「
田
打
ち
般
」
な
ど
の
名
で
農
作
業
の
生
活
暦
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た
。

コ
ブ
シ

事
務
局
、
だ
よ
り

お
年
度
行
事
案
を
掲
依
し
ま
し
た
。
以
委
託
事
業

の
日
程
等
は
広
報
掲
載
の
関
係
か
ら
、
総
会
の
議
決

を
待
た
ず
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
ご
了
示
く
だ
さ
い
。

「定
時
総
会
」
の
ご
案
内

U

時

5
月
日
日
（
上
）

9
時
半
ー
は
時

場
所
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
第
2
研
修
室

住

所

前

橋

市

文

京

町

2
2
0
2
2

電

話

0
2
7
2
2
4
5
7
0
0

※
総
会
は
規
約
に
よ
り
定
足
数
が
必
裂
の
た
め
、
出

欠
出
ハ
ガ
キ
（
委
任
状
）
を
同
封
し
ま
し
た
の

準
備
の
都
合
上
、
出
欠
席
の
如
何
を
間
わ
ず
必
ず
ど

返
信
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
5
回
赤
城
山
覚
満
淵
「
サ
サ
狩
り
作
戦
」

日

時

5
月

ω
n
（
日
）
午
前
9
時
i
ロ
時

集
合
赤
城
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
電
話
で
ど
連

絡
く
だ
さ
い
。

新
会
員
紹
介
（
敬
称
略
）

小
板
橋
結
子
（
渋
川
）
佐
塚

直
美
（
伊
勢
崎
）

寄
贈
図
書

a

一井

田

進

機

・
－森
の
自
然
学
校
」

・
会
計
年
度
は
4
月
1
日
i
智
年
3
月
幻
自
で
す

振
替
用
紙
を
同
封
し
ま
し
た
。
皆
様
の
力
で
臼
然
保

護
所
動
の
輸
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

会
費
納
入
は
お
早
め
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

i樹木の葉痕 ｝群馬の白然 168Jま
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